
生産性新聞生産性新聞

　

２

０

２

３

年

度

第

２

回

生

産

性

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

（

日

本

生

産

性

本

部

主

催

）

は

９

月

�

日

、

米

国

で

注

目

さ

れ

て

い

る

「

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

・

エ

ク

セ

レ

ン

ス

」

を

テ

ー

マ

に

オ

ン

ラ

イ

ン

で

開

催

さ

れ

た

。

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

・

エ

ク

セ

レ

ン

ス

の

唯

一

の

推

進

組

織

で

あ

る

「

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

・

エ

ク

セ

レ

ン

ス

２

０

２

６

」

事

務

局

長

の

ス

テ

フ

ァ

ニ

ー

・

ノ

ー

リ

ン

グ

氏

ら

が

登

壇

し

、

米

国

で

の

成

功

例

や

、

日

本

で

の

取

り

組

み

の

可

能

性

を

語

っ

た

。

クレイグ・アンダー

ソン氏

ステファニー・

ノーリング氏

　

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

・

エ

ク

セ

レ

ン

ス

（

Ｃ

Ｏ

Ｅ

、

Ｃ

ｏ

ｍ

ｍ

ｕ

ｎ

ｉ

ｔ

ｉ

ｅ

ｓ

　

ｏ

ｆ

　

Ｅ

ｘ

ｃ

ｅ

ｌ

ｌ

ｅ

ｎ

ｃ

ｅ

）

は

、

地

域

が

抱

え

て

い

る

複

雑

化

す

る

社

会

課

題

を

解

決

す

る

た

め

の

フ

レ

ー

ム

ワ

ー

ク

。

２

０

２

２

年

に

は

バ

イ

デ

ン

政

権

で

、

Ｃ

Ｏ

Ｅ

の

考

え

方

を

盛

り

込

ん

だ

連

邦

法

改

正

が

行

わ

れ

る

な

ど

、

有

効

性

が

確

認

さ

れ

て

い

る

と

い

う

。

　

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

は

「

地

域

の

生

産

性

向

上

の

鍵

：

経

営

課

題

＝

社

会

課

題

の

時

代

の

解

決

策

～

米

国

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

・

エ

ク

セ

レ

ン

ス

の

衝

撃

～

」

と

題

し

、

ノ

ー

リ

ン

グ

氏

の

ほ

か

、

米

国

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

・

ボ

ル

ド

リ

ッ

ジ

専

門

家

の

ク

レ

イ

グ

・

ア

ン

ダ

ー

ソ

ン

氏

が

壇

上

に

立

ち

、

ミ

ズ

ー

リ

州

エ

ク

セ

ル

シ

オ

ー

ル

・

ス

プ

リ

ン

グ

ス

な

ど

、

米

国

で

実

践

さ

れ

た

成

功

例

と

、

具

体

的

な

手

法

に

つ

い

て

紹

介

し

た

。

　

ノ

ー

リ

ン

グ

氏

は

、

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

・

エ

ク

セ

レ

ン

ス

の

信

念

に

つ

い

て

、

「

経

済

界

で

実

績

の

あ

る

ボ

ル

ド

リ

ッ

ジ

・

フ

レ

ー

ム

ワ

ー

ク

を

、

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

が

卓

越

し

た

パ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス

を

達

成

で

き

る

よ

う

に

ア

レ

ン

ジ

す

る

こ

と

で

、

す

べ

て

の

住

民

の

健

康

と

福

祉

に

貢

献

す

る

こ

と

だ

」

と

話

し

た

。

　

そ

の

ボ

ル

ド

リ

ッ

ジ

・

フ

レ

ー

ム

ワ

ー

ク

は

、

企

業

や

組

織

の

パ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス

を

向

上

さ

せ

、

持

続

可

能

な

結

果

を

得

る

た

め

の

フ

レ

ー

ム

ワ

ー

ク

。

そ

れ

を

も

と

に

し

た

表

彰

制

度

「

マ

ル

コ

ム

・

ボ

ル

ド

リ

ッ

ジ

国

家

品

質

賞

（

Ｍ

Ｂ

賞

）

」

は

、

顧

客

満

足

の

改

善

や

実

施

に

優

れ

た

経

営

シ

ス

テ

ム

を

有

す

る

企

業

に

授

与

さ

れ

る

賞

だ

。

日

本

生

産

性

本

部

は

、

同

賞

の

枠

組

み

を

研

究

し

た

成

果

と

し

て

、

「

日

本

経

営

品

質

賞

」

を

創

設

し

て

い

る

。

　

ア

ン

ダ

ー

ソ

ン

氏

は

、

ボ

ル

ド

リ

ッ

ジ

・

フ

レ

ー

ム

ワ

ー

ク

の

視

点

か

ら

、

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

と

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

に

つ

い

て

講

演

。

「

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

全

体

を

改

善

す

る

た

め

に

、

ボ

ル

ド

リ

ッ

ジ

・

フ

レ

ー

ム

ワ

ー

ク

に

基

づ

く

シ

ス

テ

ム

・

ア

プ

ロ

ー

チ

は

有

効

だ

」

と

述

べ

た

。

　

さ

ら

に

「

あ

ら

ゆ

る

セ

ク

タ

ー

が

集

ま

っ

て

課

題

を

把

握

し

、

共

通

の

ビ

ジ

ョ

ン

を

明

ら

か

に

し

、

根

本

的

な

原

因

に

対

処

し

て

結

果

を

出

す

た

め

に

戦

略

、

資

源

、

行

動

を

調

整

し

て

い

く

こ

と

が

重

要

で

あ

り

、

こ

う

し

た

調

整

力

は

日

本

の

企

業

・

組

織

は

得

意

と

し

て

い

る

」

と

述

べ

、

地

域

全

体

を

改

善

す

る

た

め

の

、

日

本

企

業

の

役

割

の

重

要

性

を

指

摘

し

た

。

　

日

本

で

も

、

人

材

確

保

や

事

業

承

継

、

マ

ー

ケ

ッ

ト

の

縮

小

な

ど

深

刻

な

経

営

課

題

に

直

面

し

て

お

り

、

こ

れ

ら

の

解

決

の

た

め

に

は

、

そ

の

根

本

に

あ

る

社

会

課

題

の

解

決

が

必

要

と

な

っ

て

い

る

。

日

本

生

産

性

本

部

で

は

、

社

会

課

題

化

し

た

経

営

課

題

の

解

決

に

向

け

て

、

企

業

・

団

体

を

対

象

に

「

日

本

版

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

・

エ

ク

セ

レ

ン

ス

」

を

提

唱

し

、

取

り

組

み

を

推

進

す

る

。

（

パ

ネ

ル

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

の

模

様

は

２

面

に

掲

載

）

　

日

本

生

産

性

本

部

は

９

月

�

日

、

２

０

２

３

年

度

の

第

２

回

理

事

会

を

都

内

の

ホ

テ

ル

で

開

催

し

た

（

＝

写

真

）

。

日本生産性本部は

ＳＤＧｓの達成に

貢献します

　

理

事

会

の

冒

頭

、

６

月

に

開

催

し

た

評

議

員

会

で

新

た

に

選

任

さ

れ

た

市

川

晃

理

事

（

住

友

林

業

代

表

取

締

役

会

長

）

、

大

宮

英

明

理

事

（

三

菱

重

工

業

相

談

役

）

、

北

沢

利

文

理

事

（

東

京

海

上

日

動

火

災

保

険

相

談

役

）

、

板

東

久

美

子

理

事

（

元

文

部

科

学

審

議

官

・

元

消

費

者

庁

長

官

）

、

山

下

良

則

理

事

（

リ

コ

ー

代

表

取

締

役

会

長

）

か

ら

、

そ

れ

ぞ

れ

あ

い

さ

つ

が

あ

っ

た

。

　

そ

の

後

、

２

０

２

３

年

度

臨

時

評

議

員

会

の

開

催

が

決

議

さ

れ

た

。

　

次

い

で

、

生

産

性

常

任

委

員

会

の

活

動

に

つ

い

て

、

福

川

伸

次

・

生

産

性

常

任

委

員

会

委

員

長

（

地

球

産

業

文

化

研

究

所

顧

問

・

東

洋

大

学

総

長

）

と

宮

川

努

・

生

産

性

常

任

委

員

会

委

員

・

専

門

委

員

会

委

員

長

（

学

習

院

大

学

教

授

）

か

ら

説

明

が

あ

っ

た

。

　

生

産

性

常

任

委

員

会

は

、

２

０

２

０

年

９

月

に

発

表

し

た

「

生

産

性

白

書

」

に

掲

げ

た

論

点

の

一

つ

で

あ

る

生

産

性

の

評

価

要

因

に

つ

い

て

、

生

産

性

向

上

策

の

検

討

に

資

す

る

よ

う

、

①

Ｉ

Ｔ

・

デ

ジ

タ

ル

化

、

②

教

育

・

人

材

、

③

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

、

④

環

境

、

⑤

所

得

分

配

、

⑥

サ

プ

ラ

イ

チ

ェ

ー

ン

の

各

項

目

を

検

討

し

、

国

際

比

較

で

き

る

形

式

で

取

り

ま

と

め

る

こ

と

を

目

指

し

て

い

る

。

　

第

２

期

の

活

動

で

は

、

専

門

委

員

会

を

設

置

し

、

評

価

フ

レ

ー

ム

ワ

ー

ク

の

設

計

及

び

定

量

化

を

行

い

、

こ

の

評

価

フ

レ

ー

ム

ワ

ー

ク

を

も

と

に

、

日

米

独

を

中

心

に

生

産

性

評

価

要

因

の

国

際

比

較

を

行

う

と

と

も

に

、

日

本

の

生

産

性

向

上

策

の

検

討

に

資

す

る

議

論

を

深

め

て

い

る

こ

と

が

報

告

さ

れ

た

。

　

生

産

性

常

任

委

員

会

（

第

２

期

）

の

委

員

構

成

は

以

下

の

通

り

（

９

月

�

日

現

在

）

。

　

（

生

産

性

常

任

委

員

会

）

　

委

員

長

＝

福

川

伸

次

・

地

球

産

業

文

化

研

究

所

顧

問

・

東

洋

大

学

総

長

、

委

員

＝

淺

羽

茂

・

早

稲

田

大

学

教

授

、

大

八

木

成

男

・

帝

人

名

誉

顧

問

、

翁

百

合

・

日

本

総

合

研

究

所

理

事

長

、

金

子

晃

浩

・

自

動

車

総

連

会

長

、

黒

澤

昌

子

・

政

策

研

究

大

学

院

大

学

理

事

・

副

学

長

・

教

授

、

小

林

喜

光

・

東

京

電

力

ホ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

ス

取

締

役

会

長

、

白

波

瀬

佐

和

子

・

東

京

大

学

教

授

、

神

保

政

史

・

電

機

連

合

中

央

執

行

委

員

長

、

清

家

篤

・

日

本

赤

十

字

社

社

長

・

慶

應

義

塾

学

事

顧

問

、

松

浦

昭

彦

・

Ｕ

Ａ

ゼ

ン

セ

ン

会

長

、

水

町

勇

一

郎

・

東

京

大

学

教

授

、

宮

川

努

・

学

習

院

大

学

教

授

、

森

川

正

之

・

一

橋

大

学

特

任

教

授

・

経

済

産

業

研

究

所

所

長

　

（

専

門

委

員

会

）

　

委

員

長

＝

宮

川

努

・

学

習

院

大

学

教

授

、

委

員

＝

淺

羽

茂

・

早

稲

田

大

学

教

授

、

伊

藤

由

樹

子

・

青

山

学

院

大

学

教

授

、

乾

友

彦

・

学

習

院

大

学

教

授

、

枝

村

一

磨

・

神

奈

川

大

学

准

教

授

、

川

上

淳

之

・

東

洋

大

学

教

授

、

滝

澤

美

帆

・

学

習

院

大

学

教

授
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トップ詳報／イベント

「

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

・

エ

ク

セ

レ

ン

ス

２

０

２

６

」

事

務

局

長

　

ス

テ

フ

ァ

ニ

ー

・

ノ

ー

リ

ン

グ

氏

米

国

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

・

ボ

ル

ド

リ

ッ

ジ

専

門

家

　

　

　

　

ク

レ

イ

グ

・

ア

ン

ダ

ー

ソ

ン

氏

モ

デ

レ

ー

タ

ー

佐

藤

亨

・

日

本

生

産

性

本

部

顧

客

価

値

創

造

セ

ン

タ

ー

部

長

　

第

２

回

生

産

性

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

の

パ

ネ

ル

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

で

は

、

米

国

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

・

エ

ク

セ

レ

ン

ス

２

０

２

６

事

務

局

長

の

ス

テ

フ

ァ

ニ

ー

・

ノ

ー

リ

ン

グ

氏

と

、

米

国

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

・

ボ

ル

ド

リ

ッ

ジ

専

門

家

の

ク

レ

イ

グ

・

ア

ン

ダ

ー

ソ

ン

氏

を

パ

ネ

リ

ス

ト

に

迎

え

、

社

会

課

題

解

決

に

向

け

た

企

業

の

役

割

に

つ

い

て

議

論

し

た

。

佐

藤

亨

・

日

本

生

産

性

本

部

顧

客

価

値

創

造

セ

ン

タ

ー

部

長

が

モ

デ

レ

ー

タ

ー

を

務

め

た

。

■

オ

ハ

イ

オ

州

ト

レ

ド

の

事

例

　

ノ

ー

リ

ン

グ

氏

　

医

療

分

野

の

民

間

企

業

で

あ

る

プ

ロ

メ

デ

ィ

カ

が

バ

ッ

ク

ボ

ー

ン

組

織

と

し

て

卓

越

性

を

発

揮

し

た

ケ

ー

ス

を

紹

介

し

た

い

。

ト

レ

ド

が

郡

庁

所

在

地

で

あ

る

ル

ー

カ

ス

郡

は

、

乳

児

死

亡

率

（

出

生

１

０

０

０

人

あ

た

り

）

の

平

均

が

、

全

米

平

均

（

５

・

９

％

）

を

上

回

る

９

・

６

％

で

あ

り

、

高

校

卒

業

率

は

全

米

平

均

�

％

を

下

回

る

�

％

、

貧

困

状

態

に

あ

る

住

民

は

全

米

平

均

�

％

を

上

回

る

�

％

だ

っ

た

。

　

　

　

企

業

や

団

体

が

、

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

た

め

に

何

か

を

し

た

い

と

考

え

る

理

由

は

様

々

だ

。

プ

ロ

メ

デ

ィ

カ

は

成

功

を

収

め

て

い

た

が

、

人

材

採

用

に

関

し

て

は

経

営

課

題

を

抱

え

て

い

た

。

ト

レ

ド

の

人

口

は

長

年

に

わ

た

り

減

少

を

続

け

て

い

た

。

　

同

社

の

あ

る

リ

ー

ダ

ー

が

関

係

者

に

電

話

し

た

り

、

実

際

に

会

っ

た

り

し

て

、

課

題

に

つ

い

て

話

を

重

ね

た

。

ラ

イ

バ

ル

の

民

間

医

療

機

関

を

は

じ

め

、

多

く

の

企

業

や

団

体

で

同

じ

よ

う

な

課

題

に

直

面

し

て

い

る

こ

と

が

分

か

り

、

「

共

通

の

ビ

ジ

ョ

ン

や

目

標

を

設

定

し

、

み

ん

な

の

た

め

に

や

ろ

う

」

と

合

意

す

る

こ

と

が

で

き

た

。

　

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

共

通

目

標

と

し

て

、

健

康

＆

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

（

５

年

以

内

に

乳

児

死

亡

率

で

オ

ハ

イ

オ

州

平

均

を

下

回

る

）

、

教

育

（

�

年

以

内

に

ト

レ

ド

の

公

立

高

校

が

「

Ａ

グ

レ

ー

ド

」

を

取

得

す

る

）

、

芸

術

・

文

化

（

ト

レ

ド

が

芸

術

と

文

化

の

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

と

し

て

全

米

で

認

知

さ

れ

る

）

、

労

働

力

（

ト

レ

ド

の

公

立

学

校

の

全

卒

業

生

が

職

を

得

て

卒

業

す

る

）

、

経

済

発

展

（

人

口

減

少

を

転

換

し

、

５

年

間

で

ト

レ

ド

の

人

口

を

１

・

５

％

増

加

さ

せ

る

）

の

５

項

目

を

設

定

し

た

。

　

短

期

的

な

目

標

に

細

か

く

分

け

、

多

く

の

リ

ー

ダ

ー

を

育

成

し

た

上

で

、

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

や

意

思

決

定

に

関

し

て

、

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

の

枠

組

み

を

作

っ

た

。

多

く

の

議

論

を

重

ね

た

結

果

、

ま

ず

は

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

発

展

に

も

寄

与

す

る

労

働

力

、

経

済

発

展

に

フ

ォ

ー

カ

ス

す

る

こ

と

に

な

り

、

ト

レ

ド

の

包

括

的

な

経

済

発

展

戦

略

（

Ｃ

Ｅ

Ｄ

Ｓ

）

が

策

定

さ

れ

た

。

　

魅

力

的

な

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

を

作

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

今

い

る

人

た

ち

に

住

み

続

け

て

も

ら

う

こ

と

と

、

デ

ー

タ

を

使

っ

て

、

労

働

に

つ

い

て

分

析

し

、

人

材

育

成

の

た

め

に

投

資

も

行

い

、

経

済

を

よ

り

良

く

す

る

こ

と

を

目

指

し

た

。

様

々

な

関

係

組

織

が

協

力

し

、

共

通

の

目

標

達

成

の

た

め

に

優

先

順

位

を

付

け

て

い

る

。

　

ア

ン

ダ

ー

ソ

ン

氏

　

ト

レ

ド

で

始

ま

っ

た

Ｃ

Ｏ

Ｅ

は

、

そ

の

対

象

エ

リ

ア

を

広

げ

て

お

り

、

今

は

、

オ

ハ

イ

オ

州

北

西

部

も

含

ま

れ

て

い

る

。

地

域

成

長

に

関

す

る

パ

ー

ト

ナ

ー

シ

ッ

プ

を

、

日

本

を

含

め

様

々

な

地

域

と

結

び

、

日

本

企

業

の

誘

致

も

し

て

い

る

。

■

バ

ッ

ク

ボ

ー

ン

組

織

の

存

在

意

義

　

ノ

ー

リ

ン

グ

氏

　

バ

ッ

ク

ボ

ー

ン

組

織

の

プ

ロ

メ

デ

ィ

カ

は

ボ

ル

ド

リ

ッ

ジ

を

実

践

す

る

な

ど

、

こ

の

フ

レ

ー

ム

ワ

ー

ク

を

よ

く

理

解

し

て

い

た

。

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

中

で

信

頼

さ

れ

、

透

明

性

も

高

か

っ

た

。

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

中

で

小

さ

な

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

も

含

め

、

す

で

に

い

く

つ

か

の

仕

事

を

行

っ

て

い

た

か

ら

だ

。

ま

た

、

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

中

の

特

定

の

ア

ジ

ェ

ン

ダ

を

遂

行

し

て

い

る

わ

け

で

は

な

く

、

中

立

的

で

あ

る

と

見

ら

れ

て

い

た

。

■

Ｃ

Ｏ

Ｅ

の

手

法

を

選

択

し

た

理

由

　

ア

ン

ダ

ー

ソ

ン

氏

　

Ｃ

Ｏ

Ｅ

は

そ

の

有

効

性

が

実

証

済

み

で

あ

り

、

ボ

ル

ド

リ

ッ

ジ

と

の

統

合

も

う

ま

く

い

っ

て

い

る

。

ど

の

よ

う

な

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

に

と

っ

て

も

、

何

ら

か

の

ア

プ

ロ

ー

チ

を

始

め

る

の

で

あ

れ

ば

、

と

て

も

良

い

フ

レ

ー

ム

ワ

ー

ク

だ

。

今

後

は

、

様

々

な

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

に

対

し

、

Ｃ

Ｏ

Ｅ

の

有

効

性

を

知

ら

し

め

て

い

く

こ

と

が

重

要

に

な

る

だ

ろ

う

。

　

ノ

ー

リ

ン

グ

氏

　

既

存

の

ツ

ー

ル

は

、

特

定

の

セ

ク

タ

ー

、

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

に

フ

ォ

ー

カ

ス

し

て

い

る

も

の

が

ほ

と

ん

ど

だ

。

シ

ス

テ

ム

全

体

が

関

連

し

て

い

て

、

複

雑

な

課

題

を

抱

え

て

い

る

場

合

に

は

、

Ｃ

Ｏ

Ｅ

の

フ

レ

ー

ム

ワ

ー

ク

を

実

践

し

て

み

る

こ

と

で

、

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

が

抱

え

る

課

題

や

ど

こ

に

フ

ォ

ー

カ

ス

す

る

べ

き

か

な

ど

が

浮

き

彫

り

に

な

っ

て

く

る

。

ま

ず

課

題

を

理

解

し

な

け

れ

ば

、

解

決

策

も

分

か

ら

な

い

。

■

続

け

る

こ

と

が

で

き

て

い

る

理

由

　

ノ

ー

リ

ン

グ

氏

　

信

頼

さ

れ

て

い

る

バ

ッ

ク

ボ

ー

ン

組

織

が

フ

ァ

シ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

を

行

っ

た

こ

と

や

短

期

間

で

成

果

が

出

る

目

標

を

定

め

て

い

た

こ

と

で

、

自

信

を

持

っ

て

次

の

目

標

に

向

か

う

こ

と

が

で

き

た

こ

と

が

大

き

い

。

　

ア

ン

ダ

ー

ソ

ン

氏

　

ボ

ル

ド

リ

ッ

ジ

の

観

点

か

ら

言

う

と

、

ク

ラ

イ

テ

リ

ア

（

判

断

基

準

）

の

中

に

持

続

可

能

性

が

含

ま

れ

て

お

り

、

フ

レ

ー

ム

ワ

ー

ク

の

中

核

に

あ

る

か

ら

だ

。

■

財

源

を

ど

う

ね

ん

出

す

る

の

か

　

ノ

ー

リ

ン

グ

氏

　

�

の

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

が

関

与

し

て

お

り

、

�

通

り

の

財

源

ね

ん

出

の

方

法

が

あ

る

。

傾

向

と

し

て

は

、

資

金

の

拠

出

は

バ

ッ

ク

ボ

ー

ン

組

織

か

ら

始

ま

る

ケ

ー

ス

が

多

い

。

資

金

の

分

担

を

様

々

な

組

織

で

行

う

場

合

も

あ

り

、

財

団

に

助

成

金

を

求

め

る

場

合

も

あ

る

。

重

要

な

こ

と

は

、

リ

ソ

ー

ス

は

す

で

に

あ

る

と

い

う

こ

と

を

認

識

す

る

こ

と

だ

。

ド

リ

ン

ク

と

ク

ッ

キ

ー

さ

え

あ

れ

ば

多

く

の

人

が

集

ま

る

と

い

う

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

も

あ

る

。

す

で

に

行

わ

れ

て

い

る

活

動

に

組

み

込

ん

だ

り

、

す

で

に

あ

る

人

脈

を

活

用

す

る

こ

と

を

通

じ

て

、

活

動

を

展

開

す

る

こ

と

も

で

き

る

。

■

チ

ー

ム

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

の

コ

ツ

は

　

ノ

ー

リ

ン

グ

氏

　

バ

ッ

ク

ボ

ー

ン

組

織

と

、

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

、

重

要

な

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

主

体

が

特

定

さ

れ

る

こ

と

、

そ

し

て

、

こ

の

活

動

に

必

要

か

つ

重

要

な

個

人

が

特

定

さ

れ

る

こ

と

。

自

分

た

ち

の

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

中

で

、

誰

が

そ

れ

に

あ

た

る

の

か

、

そ

う

い

っ

た

問

い

か

け

か

ら

始

ま

る

。

　

ア

ン

ダ

ー

ソ

ン

氏

　

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

を

持

つ

人

た

ち

が

Ｃ

Ｏ

Ｅ

に

参

加

し

た

い

と

思

う

フ

ラ

ッ

ト

な

リ

ー

ダ

ー

組

織

を

つ

く

る

こ

と

だ

。

■

課

題

設

定

や

目

標

設

定

の

方

法

　

ノ

ー

リ

ン

グ

氏

　

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

デ

ー

タ

を

見

る

こ

と

で

、

懸

念

事

項

が

浮

か

び

上

が

る

。

ミ

ッ

シ

ョ

ン

・

ビ

ジ

ョ

ン

に

沿

っ

て

、

優

先

順

位

を

決

め

る

の

が

基

本

だ

。

大

き

な

課

題

が

あ

る

と

分

か

っ

て

い

て

も

、

今

す

ぐ

に

は

手

を

付

け

ら

れ

な

い

場

合

も

あ

る

。

ま

ず

は

リ

ー

ダ

ー

を

育

成

す

る

こ

と

に

力

を

入

れ

る

こ

と

で

、

小

さ

な

課

題

か

ら

手

を

付

け

、

徐

々

に

推

進

力

が

出

て

く

る

。

　

ア

ン

ダ

ー

ソ

ン

氏

　

意

見

を

言

い

合

っ

て

、

方

向

性

に

お

い

て

コ

ン

セ

ン

サ

ス

を

得

て

お

く

と

、

結

果

的

に

早

く

進

む

こ

と

が

で

き

る

。

日

本

企

業

は

も

と

も

と

コ

ン

セ

ン

サ

ス

づ

く

り

が

得

意

な

の

で

、

Ｃ

Ｏ

Ｅ

に

お

け

る

優

先

順

位

の

付

け

方

や

目

標

設

定

は

十

分

に

使

え

る

は

ず

だ

。

■

成

功

の

秘

訣

　

ア

ン

ダ

ー

ソ

ン

氏

　

成

功

に

と

っ

て

重

要

な

の

は

、

理

解

で

き

て

、

リ

ピ

ー

ト

で

き

る

プ

ロ

セ

ス

で

あ

る

。

伝

統

的

な

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

の

セ

オ

リ

ー

と

は

違

う

が

、

プ

ロ

セ

ス

が

良

け

れ

ば

、

結

果

は

自

ず

と

付

い

て

く

る

。

　

ノ

ー

リ

ン

グ

氏

　

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

に

取

り

組

む

際

、

な

ぜ

、

誰

が

、

何

を

、

ど

の

よ

う

に

、

を

常

に

意

識

す

る

こ

と

が

大

事

だ

。

成

功

し

て

い

る

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

を

見

る

と

、

影

響

力

を

持

っ

た

信

頼

さ

れ

る

リ

ー

ダ

ー

と

、

仕

事

を

遂

行

す

る

力

を

持

っ

た

リ

ー

ダ

ー

の

両

方

の

タ

イ

プ

が

い

る

。
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